
はじめに

　第４回目となる今回は、工事の進み具合と紫外線処理棟の外観についてお知らせします。　

　事務所入口門扉から見た状況　　　着水井(南側)から見た状況　 　浄水池北(東側)から見た状況

　　　　　　　　　　　　現在、型枠を取り外しています。

紫外線処理装置について（４）

　工事の進み具合

平成23(2011)年10月３日：紫外線処理棟の屋根部分までコンクリートの打設が完了しました。
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 平成23(2011)年９月１日：紫外線処理棟の地下部分の壁や梁までできています。

駆体コンクリート完成部分
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　紫外線処理棟の外観について

　紫外線処理棟は事務所前面の道路に面しており、近隣の皆さんや通行する皆さんから目立つ場所で
あることから、建物の高さが低く見える寄せ棟形状の屋根を採用し、積雪地域に建設するため冬季に
おける維持管理についても考慮しています。
　また、近隣の皆さんや当所にお越しになる皆さんに親しまれるようなシンプルで清潔感のある外観
としています。

処理棟外観（イメージ）
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